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解

題

『
狭
衣
下
紐
』
は
狭
衣
物
語
の
古
注
の
一
つ
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
の
内
容
や
性
格
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
全
面
的
に

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
本
学
図
書
館
は
種
々
の
経
緯
に
よ
っ
て
狭
衣
物
語
関
係
典
籍
を
豊
富
に
所
蔵
し
、
こ
の
物
語
の
制

作
と
流
布
、

さ
ら
に
そ
れ
の
解
読
の
努
力
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
注
釈
を
総
合
的
に
展
望
す
る
た
め
の
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

さ
ら
に
次
の
時
代
に
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
時
、
各
々
の
時
代
の
読
者
は
ど
の
よ
う
に
そ
れ
に
向

一
つ
の
物
語
が
次
の
、

き
合
う
の
か
、
そ
れ
を
具
体
的
な
形
で
追
究
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

如
上
の
研
究
の
端
緒
と
し
て
こ
こ

に
『
狭
衣
下
紐
』

を
影
印
に
付
し
て
提
供
す
る
。
そ
れ
は
寛
佐
の
奥
蓄
を
持
つ

こ
と
で

「
寛
佐
本
狭
衣
下
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紐
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

『狭
衣
下
紐
』
の
成
立

・
展
開
上
重
要
な
位
置
を
占
め
る
一
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
(
注
一

)。

常磐松文庫裁『狭衣下紐』

水

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
常
磐
松
文
庫
本
『
さ
こ
ろ
も
』
(
Z
e-
記
ω
E
1
5
は
写
本
六
冊
が
同
体
裁
で

一
括
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
冊
か
ら
第

四
冊
ま
で
が
狭
衣
物
語
で
あ
り
、
第
五

・
六
冊
が
狭
衣
下
紐
と
な
っ

て
い
る
。
全
冊

一
筆
で
あ
る
。

全
体
は
溜
め
塗
り
か
ぶ
せ
蓋
の
木
箱

(縦

二
十
七

・
八
糎
、

横
二
十
二

・
O
糎
、
高
十
四

・
八
糎
)
に
納
め
ら
れ
、
蓋
に

「
さ
こ
ろ
も
」
と
直
書
き
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
蓋
の
手
前
側
面

四+三

に
「
さ
こ
ろ
も
/
元
和
四
年
/
連
歌
師

寛
佐
/
書
写
」
の
貼
紙
が
あ
る
。

第
一
(
}
四
冊
の
書
誌
の
概
略
を
記
す
。



江
戸
初
期
写
、
袋
耀
装
、
紺
色
地
表
紙
(
金
泥
に
て
小
松

・
草
花

・
山
等
を
描
く
)
、
料
紙
格
紙
、
縦
二
十
七

・
八
糎
、
横
十
八

・
七
糎
、

「岡
田
員
/
之
蔵
書
」
複
廓
朱
長
方
印
、

一
頁
九
行
、

一
行
約
二
十
字
、

(
外
題
)

(
表
紙
中
央
に
短
冊
題
鏡
、
雲

・
秋
草
等
の
文
様
あ
り
〉

さ
こ
ろ
も
一

(
第
二
冊
以
下
も
こ
れ
に
準
ず
〉

第
五

・
六
冊
、
す
な
わ
ち
狭
衣
下
紐
の
部
分
の
書
誌
を
記
す
。

O
狭
衣
下
紐
上

九
十
五
丁
、
遊
紙
一
オ
右
下
に
「
岡
田
員
/
之
蔵
書
」
複
廓
朱
長
方
印
、

一
頁
九
行
、

一
行
約
十
七
字
、

-188一

江
戸
初
期
写
、
袋
続
装
、
紺
色
地
表
紙
(
金
泥
に
て
小
松

・
草
花
等
を
描
く
)
、
料
紙
椿
紙
、
法
量
同
前
、
前
後
二
紙
の
遊
紙
を
含
め

(
外
題
)

(表
紙
中
央
に
短
冊
題
鏡
、
桔
梗
文
様
)

し
た
ひ
も
上

O
狭
衣
下
紐
下

体
裁
等
上
冊
に
同
じ
、
h

-

‘F
-

J

、

J
/
ふ
J

7
L

五
十
六
丁
(
後
の
遊
紙
に
奥
書
記
載
あ
り
)
、
題
議
は
秋
草
文
様
、

(外
題
)
し
た
ひ
も
下

奥
書

書此杢
写砂日

之二
今冊
主主 者
又去
法年
橋以
昌昌
琢悦
本所
按扶持

之之
了本
メ"-
寸コ



元
和
四
年
麿
鐘
朔
日

寛
佐

本
書
は
こ
の
奥
蓄
の
示
す
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
寛
佐
が
元
和
三
年
昌
低
所
持
の
狭
衣
下
紐
を
借
り
受
け
て
書
写
せ
し
め
、
翌
年
昌
琢
本
に
よ
っ

て
校
合
し
十
月
一
日

に
そ
の
業
を
完
了
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
寛
佐
は
慶
長
十
三
年
三
六

O
八〉

頃
か
ら
連
歌
作
者
と
し
て
現
わ

れ
る
人
物
で
、
多
く
の
作
品
に
名
を
留
め
て
い
る
が
、
寛
永
十
五
年
(
一
六
三
八
〉
二
月
五
日
の
昌
琢
法
限
三
回
忌
追
善
の
独
吟
百
韻
(
京
都

大
学
蔵
本
)
を
作
品
の
最
後
に
し
て
、
寛
永
十
九
年
三
六
四
二
)
に
没
し
て
い
る
。
昌
琢
固
に
あ
っ
た
連
歌
作
者
で
あ
り
、
狭
衣
下
紐
の
書

写

・
伝
承
に
か
か
わ
る
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
寛
左
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
こ
の
下
紐
を
編
集
あ
る
い
は
書
写
し
た
か
は
ひ
と
ま

ず
先
行
研
究
及
び
後
考
に
譲
り
、
以
下
影
印
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
寛
佐
本
下
紐
と
し
て
現
在
所
在
の
知
ら
れ
て
い
る
も
の

は
、
本
学
所
蔵
本
以
外
に
、
大
阪
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
(
江
戸
初
期
写
)、
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彰
考
館
文
庫
蔵
本
が
あ
る
。

常磐松文庫蔵『狭衣下紐』

(注

一
)

『
狭
衣
下
紐
』
に
つ
い
て
は
次
の
研
究
が
公
刊
又
は
発
表
さ
れ
て
い
る
。

中
田
剛
直
「
狭
衣
下
紐
諸
本
考
」

(永
山
勇
博
士
退
官
記
念
会
編

『
国
語
国
文
学
論
集』
、
風
間
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
)

中
城
さ
と
子

「昌
叱
註
か
ら
観
た
狭
衣
註
釈
書
『
下
紐
』
諸
本
」

(『
解
釈
学
』

第
十
二
輯
、
平
成
六
年
十

一
月
)

長
尾
佐
知
子
「
狭
衣
下
紐
諸
本
考
」

(平
成
六
年
中
古
文
学
会
秋
季
大
会
口
頭
発
表
)

四十三


